
↑平家一門之墓
　有盛、清経、資盛、教経。経盛、知盛、教盛の七将
　に加え、従二位尼・平時子の名が見える

↑赤間神宮本殿と安徳天皇阿弥陀寺陵

↑寂光院（京都・大原）
　尼僧寺院らしい神聖にして優しげな雰囲気が、山門の
　たたずまいからもうかがわれます
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「
大
原
御
幸
」
を
歩
く

廣 

田　

幸 

稔

　

京
都
市
左
京
区
大
原
は
、
市
街
地
か
ら
バ
ス
で
一
時
間
ほ
ど
、
京
都

の
中
心
地
か
ら
北
東
部
に
位
置
す
る
山
間
の
静
か
な
里
で
す
。
週
末
に

限
ら
ず
、
三
千
院
、
寂
光
院
（
京
都
・
大
原
）
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
々

増
え
、
お
土
産
物
店
や
駐
車
場
の
呼
び
込
み
も
賑
や
か
で
す
。

　

能
「
大
原
御
幸
」
は
『
平
家
物
語
』
の
最
後
の
「
灌
頂
巻
」、「
大
原

御
幸
」
を
出
典
に
し
て
い
ま
す
。「
灌
頂
」
と
は
「
菩
薩
が
仏
に
な
る
時
、

そ
の
頭
に
諸
仏
が
水
を
注
ぎ
、
仏
の
位
に
達
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。
能
「
大
原
御
幸
」
の
シ
テ
、
建
礼
門
院
徳
子
は
平
清
盛
の

娘
と
し
て
生
ま
れ
、十
六
才
で
六
才
年
下
の
母
方
の
従
妹
に
あ
た
る
第
八
〇
代

高
倉
天
皇
に
入
内
し
、
二
三
才
で
後
の
安
徳
天
皇
を
授
か
り
ま
す
が

夫
の
高
倉
帝
は
二
一
才
で
崩
御
し
ま
す
。
親
子
の
幸
せ
な
暮
ら
し
は
短
い

も
の
で
し
た
。
平
家
の
栄
華
に
陰
り
が
見
え
始
め
、
源
氏
の
台
頭
に
よ
り

木
曽
義
仲
が
都
に
攻
め
入
っ
て
か
ら
、
坂
道
を
転
が
り
落
ち
る
よ
う
に

平
家
は
都
を
追
わ
れ
、
徳
子
母
子
は
一
門
と
と
も
に
西
海
に
逃
れ
ま
す
。

今
な
ら
三
才
か
四
才
く
ら
い
の
幼
い
安
徳
帝
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
都
を

離
れ
、
八
年
の
短
い
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
ど
こ
に
い
く
と
も
知
れ
な
い

日
々
を
過
ご
し
た
か
と
思
う
と
切
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
物
語
を
追
う
つ
も
り
で
山
口
県
壇
ノ
浦
に
行
き
ま
し
た
。『
平
家

物
語
』
で
平
家
一
門
が
源
氏
に
敗
れ
た
「
早
鞆
の
浦
」
は
現
在
の
山
口

県
下
関
と
福
岡
県
門
司
と
を
結
ぶ
関
門
海
峡
を
指
し
ま
す
。J
R
門
司
港
駅

（
福
岡
県
北
九
州
市
）
か
ら
対
岸
の
唐
津
港
（
山
口
県
下
関
市
）
に
渡
る

連
絡
船
を
利
用
し
ま
し
た
。

↑レトロな雰囲気の
   JR 門司港駅

↑関門海峡山口県側にある壇ノ浦古戦場址の碑
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関
門
海
峡
は
最
も
狭
い
部
分
が
7
0
0
ｍ
で
、
今
も
多
く
の
船
が

行
き
交
う
海
の
要
所
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
た
現
在
の
船
で
所
要
時
間

十
五
分
ほ
ど
で
す
が
、
海
上
に
出
る
と
想
像
以
上
に
波
が
荒
く
、
し
っ
か
り

し
た
造
り
の
船
に
乗
っ
て
い
て
も
潮
の
流
れ
が
速
く
て
少
し
怖
い
く
ら
い

で
す
。
下
関
側
に
は
関
門
海
峡
を
眼
下
、
安
徳
帝
を
お
祀
り
す
る
赤
間

神
宮
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
命
を
お
と
し
た
知
盛
、

教
盛
ら
七
武
将
に
加
え
、
徳
子
の
母
・
二
位
の
尼
の
墓
石
も
あ
り
ま
し
た
。

　

西
海
に
落
ち
て
い
く
な
か
地
獄
の
よ
う
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た

徳
子
は
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
息
子
・
安
徳
帝
の
後
を
追
っ
て
海
中
に
身
を

投
げ
た
も
の
の
、
源
氏
方
に
よ
っ
て
か
ら
め
手
で
引
き
揚
げ
ら
れ
、
京
都

に
護
送
さ
れ
、
冒
頭
の
大
原
の
里
で
一
族
の
菩
提
を
弔
う
日
々
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
京
都
に
連
れ
戻
さ
れ
た
徳
子
は
長
楽
寺
（
京
都
市
東
山
区
八
坂
）

で
剃
髪
し
、
真
如
覚
比
丘
尼
と
名
を
改
め
、
大
原
の
寂
光
院
で
終
生
を

一
族
の
菩
提
を
弔
い
こ
の
地
で
す
ご
し
ま
す
。

　

近
年
特
に
観
光
客
で
賑
わ
う
京
都
で
す
が
、
寂
光
院
周
辺
は
か
ろ
う
じ
て

今
で
も
静
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
建
礼
門
院
と
し
て
仏
門
に
帰
依

す
る
彼
女
が
大
原
に
住
ん
で
一
年
余
り
の
時
、
義
父
で
あ
る
後
白
河
法
皇

が
訪
ね
て
き
た
の
が
「
大
原
御
幸
」
の
舞
台
で
す
。
大
原
と
い
え
ば
し
ば

漬
け
が
有
名
で
す
が
、
実
は
建
礼
門
院
が
里
人
の
作
る
夏
野
菜
と
赤
し
そ

の
漬
物
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
て
「
紫
葉
漬
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
薪
を
頭
に
載
せ
て
運
ぶ
姿
の
ル
ー
ツ
は
建
礼
門
院
に

仕
え
た
阿
波
内
侍
と
の
説
も
。
愛
す
る
我
が
子
や
親
兄
弟
を
目
の
前
で

失
い
、
今
の
私
た
ち
か
ら
は
想
像
も
で
な
い
過
酷
な
人
生
を
歩
ん
だ

彼
女
の
こ
と
を
思
う
と
、
晩
年
の
里
人
と
の
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
思
わ

せ
る
こ
の
逸
話
は
、
せ
め
て
も
の
救
い
と
な
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
五
月
吉
日

↑京都洛北にある大原の里

↑庵と対峙する山中に阿波の内侍らの墓がある

↑高倉天皇皇后徳子 大原西陵
　大原の里を臨む

↑徳子が過ごした庵址

↑徳子が使用した井戸遺構


